















































３ ２ ２ ２ ３ ２ ２ ２ ３ ２
11 ５ ６ ２ ９ ７ ６ ３ ４ ３







３ ３ ２ ３ ２ ３
８ ８ ２ ６ ５ ４







２ ２ １ ２ ２ ２ ４ ２ ２ ２
７ ４ ５ ３ ７ ７ ９ ４ ４ ５
























































163回 no 101回 to 93回 ru 90回 ku
89回 ta 87回 wa 79回 ni 77回 si
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73回 cu 70回 te 69回 ga 67回 ka
64回 ko 62回 ci 58回 zu 56回 ki
54回 mo 52回 na 44回 ri，re
37回 de 36回 zi 32回 ra 30回 'a
27回 mi 24回 su 23回 da，sa
22回 'i 20回 'o 19回 ma，ya
16回 go 15回 ba，se，hi 14回 bi，me
13回 mu 12回 bu，so，gu 11回 do，yo
９回 ke ７回 be ６回 hu，'e








19回 sya 17回 ryo 15回 syo ８回 cyo（ちょ）






18回 yu† ８回 ho‚，yo‚ ６回 to‚，so‚









５回 zyu† ４回 ryo‚
１回 myo‚，myu†，hwii（フィー）
10種48音節96モーラである。うち新枠は





ei 24回 tei ７回 hei ６回 sei ５回 mei
２回 dei １回 'ei，nei
７種46音節92モーラ。新枠は he憶hei
ai 12回 dai 11回 kai 10回 nai ９回 tai
７回 sai ４回 bai ２回 hai，rai
１回 zai，pai，mai，'ai
13種66音節132モーラ。新枠は za憶zai
oi ４回 'oi ２回 toi １回 zoi
３種７音節14モーラ。
ui ２回 zui，rui １回 nui，sui，yui
５種７音節14モーラ。

























18回 kan 15回 hon 14回 sen，gen 13回 nin
10回 bun ９回 zin，san ８回 sin ７回 zen











９回 daq ８回 waq ６回 noq ５回 haq

































































































87 247 2675 3266
モーラ数に比して21／3266＝0.643％に過ぎないから大勢に影響は無い
として音説・モーラ論を進めることも自由である。
３．当初予測で考えていなかった型があったことで，私の提唱が無効になっ
たと考えるのは自由であるがいわゆる「引き音節」という考えを葬り去
り，幹母音の後には２つの（あるいはいくつでも）母音が後続して行く
ものと理解し，これからは１音節＝ＣＳＶＪ1Ｊ2ＮＱとすべきだと私が
提唱しているに違いないと推測して音節・モーラ論を進展させることも
自由である。
私が酒井氏の文によって得た成果は
?2832字の文（恐らく400字×７を目指したもの）が約2675音節3266モー
ラから成り立っていること。
?私が従来提唱した１音節＝ＣＳＶＪＲＮＱについて，これに背反する音
節は７音節のみであって，音節では99.73％，モーラについては99.56％
が適合していると言えること。
?１音節＝ＣＳＶＪ1Ｊ2ＮＱとすれば100％の適合であること。
?私の提唱したＣＳＶをＣは14種，ＳＶは13種という考え方によればＣＳ
Ｖ１モーラの枠は14×13＝182枠となる。このうち現実性の少ない合拗
音を大幅に減じた実用枠は138枠であり，『外来語の表記』（1991年内閣
告示）第１表の認める113音は，138枠に含まれている。酒井氏の文に表
われる87音はすべて113音中に含まれている（77％）。
最後に，本稿が成るに当って，勝手に著作を使用し，引用し，分析した
ことについて，酒井順子氏に陳謝と御礼の気持をお伝えしたい。
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